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このたびは本機をお買いまゆいただき 
まことにありがとうございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

•取扱説明書を紛失された場含は、お 
買い求めの販売店にご相談ください。 
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の安全のために必ずお守りください 


►お使いになる人和他の人への盾害と財産への損害を未然に防ぎ、製品をミ全に正しく使用するために、必ずお守りいただくことを説明 
しています。 

►ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損雷の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


A を 除 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う危険、または 
火がの危険が差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、董儒を負う可能性、まには 
乂がの可能性が想定される内容を示しています。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の 
発生が想定される内容をおしています。 


お守りいただく内容を、;欠の絵表示で区分しています。 
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★ガソリン使用禁止 


この絵表示は、「禁止」され 
ている内容です。 

この絵表示は、必ずしていた 
だ<「指示」巧容です。 


A A 


この絵表示は、「注意」していた 
だ < 内容です。 


説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使い 
いただくための内容び記載されています。 


A 盾 ; 険 （ DANGER) 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
か量の混入でち、乂おの原因になります。 



ガソリン禁止 


告 （ WARNING) 


み換気必要 1 

•換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素が不足すると、不完全鑛焼し、一酸化炭素などが発生して中毒になるおそれびあります。 
また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

•使用中は必ず 1 時間に 1 〜 2 回 （ 1 〜 2 分）換気して、新鮮な空気を補給してください。 

窓の凍結、地下室など換気び巧分におこなえない場所では、使用しないでください。 



★スプレー吿厳禁 


スプレー吿やカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上片前に放置しないでくださし、。 
熱で吿の化力び上び0、爆発し、危険です。 

★力~テン、可燃物近接厳禁 

カーテンや燃えやすいらののそばなどでは使用しないでください。 

ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、乂がの原因になります。_ 

' ★巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下し、火災の原因になります。 
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^★寝るとき消乂 


寝るときやが出するときは、必ず乂び消えていることを確認してくださし、。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 

^ 女給巧時消た 

給油は、必ず消火し、ストーブの温度び充分に下びってから、他に火の気のない状態でおこなってください。 
火災の原因になります。 

★油漏れ忌际 

•給油 U 口金は確実に締めてください。 

給油ロロをを下にして、油漏れびないことを確かめてくだごい。 

給油□□金を斜がに締めたりすると、簡単に給油口 □金びはずれて、火災の原因にな0ます。 

•油タンクから油び漏れる状態では絶対に使用しないでください。火災の原因になります。_ 

' ★可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するもの（ガソリン、ベンジン、シンナ ー) や、スプレ 
一を使用しないでください。 

火災の原因になります。___ 

~ ★空ださ厳禁 

なべ、がかんやフライノ くンなどは、空だきしないでください。 

空ださすると火災の原因になります。 
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使用禁止 
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A 注意 （CAUTION) 


女大なべ禁止 ， ■^ っ 

•天板からはみ出すような大なべ、鉄板などをのせないでください。 

内部に熱びこもったり炎び横にのびたりして異常燃焼のおそれがあります。 

参不安定なやかん、なべなどは使用しないでください。 im 

_ 転倒するおそれびあります。____ _ 

★やかんやなべなどの使用ま意 I 问巧 

やかんやなべなどをのせた場合は、細必の注意をしてください。 

振動や接触によって、やひんやなべなどの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 

吹きこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買いホめの販売店に点検を依頼してください。 [m 

ス I ブの故障の原因になります。_ _ 

★変質な油禁止 

変質な油（持ち越した灯油など）、不純丹油（灯油し U 外の油•水•ごみび混入した灯油など）を使用しないでください。 
異常燃焼や故障（しんび下び b ない、点火できない、乂び消えない）の原因になります。 

★燃焼中移動禁が ^ 

乂のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあ0ます。また、転倒すると火災になるおそれがあります。 

★移動•運搬ずるときのま意 

•ストーブを移動する場合は、必ず消火し、ストーブの温度び巧分下びってから、油タンクを取り出し、傾けないように 
請かに移動してください。 

•修理•弓 I 越しなどで、ストーブを運撒される場合は、輩池ケースから乾電池を取りはずして、油タンクを取り出し、油受 
けざらの灯油を必ず扳いてください。 

運搬の途中に灯油びこぼれて、周囲を巧すおそれびあります。 
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★異常時使用禁止 


におい、すすの発生、炎の状態など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 

繁急の場合でもあわてずに、しんを下げて消乂してください。 

^燃焼筒のガラス割れ1きち襄止」 

燃焼筒の外筒（ガラス）が欠けたり、割れて破損したままの状態では、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれびあります。 

★正常の確認 

燃焼中は時々炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上がりすざたり、燃焼筒びずれていると、すすび出て異常燃焼を起こして危険です。 

★高温部接触禁止 

•總焼中や消火直樓は、高温部、天板（ストーブの上面）やガードに手などふれないようま意してください。 

やけどのおそれびあ0ます。 

•取手を立てたまま燃焼すると、取手び熱くなります。 

燃焼中は、必ず取手を下ろしてください。 

やけどのおそれがあります。 

•やかんやなべ の取っ手は、加熱している場合もあ り ますのでミま意してくだごい。 _ 

★高 電吐注意 

点火装置は、点火時に高電圧び発をします。点火プラグに不用意にさわらないでください。 

感電のおそれびあります。 

掃除、点検•手入れをするときは、必ず乾電池を取りはずしてからおこなってください。 
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★ふく射熱に長時間あた5ない 

ストーブの間近でふく射熱に長時間あたりつづけると、低温作けどや脱水症状になるおそれびあります。 
とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自由なかたや病気のかたなどの暖房には充分にま意してくださしん 


★ほこりの除去! 


反射板、置台、製品内部のほこりをときどさ除去してください。 

前板の下から燃焼用空気を吸い込みますので、紙、ビニールなどを入れないようにを意してください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や乂災の原因になります。___ 

★安全装置の作動確認 

•使用開始時と、使用中は1簡月に1回];!上、対震自動消火装置を作動させて確実に消乂することを確か曲てください。 

確実に消火しないときは使用しないで、すぐに修理してください。 

•使用開始時と、使用中は1簡月に1回し U 上、給油時消火装置び作動することを確かめてください。 

正常にセット、か動しないとさは使用しないで、すぐに修理してください。 


感電注意 
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ま全のために必ずお守りください 


A 注意に AUTION) 


I ★純正部品の使巧 I 

しんなどの部品は、必ずトヨトミ純化部記（指定された部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばかりでなく、故障や予想しない事故び発生するおそれびあります。 

★分解修理•改造の察止 

故障、破損したら使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。_ 

★触媒、脱臭フィ71^使用禁止 

市販の触媒や脱臭フィルターをストーブに取り付けたり、燃焼簡の上にのせたりしないでくだごい。 

異常燃焼和火災の顧因になります。 

^子様やお年寄りのご使巧に注意 

お子様やお年寄り、体の不目由なかたびお使いになる場をは、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部への接触による 
やけど、低温やけどや脱水症状などについて周圈の人び巧分に注慧してください。 

★保 管時にしていただくこ と 

•長期間使用しないとき又は保管するときは、必ず灯油を抜いて、電池ケースから乾電池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒し®状態では保管しないでください。 

火がのおそれびあります。 

•しんの手入れ（から焼きクリーニング）は、風びあたる場所ではおこなわないでくだごい。 

__火災のおそれびあります。___ _ 

女廃棄ずるとさ 

ストーブを晚费処分するときは、必ず油タンク、油受けざら內の丹油を抜き取り、電池ケースか b 乾電池を取りはずし 
てください。 C 巧 nil ] 参照） 

灯油や乾電池び入ったまま廃妻ずると I 」サイクルの隙、予想しない事故び発生するおそれびあります。_ 

I ★次の場所で使用しない 

乂災が予想でさない事故や故障の原因になります。 

C 水平でない榻所、不安定な場戸斤 ) C 風のあたる場所、部屋の出入口、屋外 : 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しないでください。•風のあたる場所や屋外では使用しないでくだ 
巧糜自動消乂装置び誤作動することびあります。 て危礫です。 

•しっかりしたじょうぶな場所で使用してください。 掃隙磯の排気にもま慧してください。 

♦移動車向の中や、不をおな台の上で使用しないでください。転落参部屋の出入 [1 など人の通る場所、人びぶつか 
したり、乂災になるおそれがあります。 く場所で使用すると、転倒して事故や火災びミ 

( 暖炉などストーブが囲われる場所) -畔ま/:^ ゎ 。 ロロ + 

暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしないでく C ず女定を物をのせたなど四^ J 
ださい。 落下物により火災が起きるおそれびあります。 

乂災の原幽になりを。_ r 直射日光のあたる場所、温度の高い場 F 

C ほこりが显気峻い璋 EU •異劑臟を起こすおそれびあり^^^ 

皆、 P や瓣維を取扱ラ場所や温室.養鶏場など、屬やほこりの多い場♦油タンクの灯油びあふれ出て火災のおそれび 

燃焼用空気を取入れる箇所が円づまりげ態になり、異常燃焼をお〔 啡兼枉カスの嗟串 9 る^ド吊、または 7 し d 

( 温室•飼育室など人のいない場所) C 高地 （13 日日 miU 上の場新）） 一‘ 

使用環境の変化で、予想しない事故び発生するおそれびあります。酸素濃度び薄いので異常燃焼をパへ^ 

( 理•美 容院、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使う場巧 ) OL すわ、そ n が帝 t ) ま 9 。 / / 猫 

化学靈品びストーブの熱で変化し、器具の故障や、隔食性ガスの発 1 |?oonik 

生により金屬•鏡•ガラスなどを傷める原因となりまず。 __ _ 

★可燃物 T 木壁、含板、ふずまなど）との距離を離ず I J 1 1 I m む上 J 體 

•ストーブから可燃物との距離は、を図の指定 IU 上の距離を保つようにしてください。 日日 cm 

•ストーブ上方の棚などとの距離は必ず ImiU 上あけてください。 I ;しソ上 

•上方の棚などからの落で物びないようにしてください。 1： 

•カーテンなどび風でゆらいでをストーブにふれないようにしてください。 卜 ---- 

♦家具などからは充分な距離をとってください。 パ 1 miU 上^-!? lii ん 

熱で変形や変色、自然発乂することびあります。 夕起^. 
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C 風のあたる場所、部屋の出入口、屋外 ) 使用禁止 

•風のあたる場所や屋外では使用しないでください。炎が出 
て危礫です。 

掃隙磯の排気にもま慧してください。 

参部屋の出入 [ Iなど人の通る場所、人びぶつかったりつまず 
く場所で使用すると、転倒して事故や火災び起きるおそれ 
びあ0まず。 

C 不安定な物をのせた棚などの下） 

落下物により火災が起きるおそれびあります。 

C 直射日光のあたる場所、温度の高い場巧） 

参異常燃焼を起こすおそれびあ0ます。 

♦油タンクの灯油びあふれ出て火災のおそれびあります。 

C 可燃性ガスの発生する場所、またはたまる場所） 

爆発や火災の原因になります。 

C 高地 （13 日日 miU 上の場所） ) 一 

酸素濃度び薄いので異常燃焼を 
おこすおそれびありまず。 / / 


Im む上ィ 
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お願い （ NOTICE) 
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★な油の鮮棄灯油の廃棄処分は、灯油をお買い巧めになった販売店にご相談ください 











固使用ずる場所 


★効果的に使用ずるために 

•外気に接する窓の下や壁面など、冷気の入ってくる場所にストーブを置くと、冷気びストーブで暖められて 
±_昇巧流しますので、部屋の温度のムラびかなくなり効栗的な暖房びできます。 

ただし、部屋の出入口や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでくだごい。 

参部屋の空気をヴーキユレータなどで対流させますと、部屋の温度のムラびよりかなくなり、効果的に聴房 
びできます。にのときストーブには直接風びあたらないようにミま意してくだごい。） 
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图各部のなまえ 



緊急消火ボタン 


燃焼確試窓 


給油サイン 



操作つまみ 


構造図 


體ス) 


点火プラグ 




点义装置 


燃焼筒つまみ/ 


しん保持筒 


トヨ耐12推 


L た5製 


しん案内筒 


しん調節器 


にぼれ^お付） 





給ミ由□□金^ 



巧屬 自動消火装置 
原 給油時 消火装置 

巧部 


油致けざ5 


-お願い- 

耐熱しんに、口油の燃えかす（夕ール）が多量に付着しまずと、しんが下が5なくなったり点火しにくくなったりします。 
fnjiiiWjrg しんの手入れをする」を参照して、しんのか！5焼きクリーニングをしてください。 


















囲使用前の準備 


ストーブを取り出す 


I 包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになったうえ 
■で、包装箱から包装がなどを取り除き、製品を傷付けない 
よ5に取り出してください。 

包装箱や包装材はストーブを保管するとをに必要です。 
取扱説明書-保託書を忘れずに保管してください。 

-お願い- N 

包装材は可燃物でずか5、必ず取り除いてください。 


燃焼筒を納めている包装材を取り除き、燃焼筒を取り出し 
て < ださし、。 

•包装がの穴に指を入れ、内側に巧り四げてある部分（凹 
部）を引き出し、包装巧を下へ下げて、燃焼筒を取り出 
して <ださい。 


ガードのち上を内側に押しながら手前に引き、ガードの上 
側をはずしてか5、ガードのち下すみをかし持ち上げて、 
手前に弓 I いてガードを開けてください。 


包装ネオ 

V (ダンボール） 





-お願し、- 

取手を持ち上げるとさ、取 
手を握った指が、天板の後 
側のねじにあたり、けがを 
しないよラに注意してくだ 
さし、。 








ず ：^ガソリン禁止 


® 燃料は灯油し IIS 1号灯油)を必ず使用してください。 
( t 変質'灯油、不純打油は絶巧に使用しないでください。 


•誤ってガソリンなどの燃料を使用したことびわかったときは 
あわてずに、緊急消火ボタンを巧して消火してください。 

参変質灯油(持ち越した丹油など)、不純灯油(灯油 IU 外の油，水" 
ごみが混入した'灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼作故障の原因になります。 

♦巿販されている助燃剤(添加剤）は使用しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれがあります。 


'な油とガソリンの見分けかたのポイント 


握先に使用燃料をつけて息を吹きかけます。 
(火の気のない所でおこなってください。） 


〇 ' な油 


X ガソリン 


货な油の保管のしかた 


•灯油は必ず火気、雨水、ごみ、琶遍 V 

および直射曰光を避けた場所に保營 ' 

して<ださい。 ) 

♦な油の容器は専用のされいな容器を 
使用してくだごい。また丹油容器は 义 
必ず JIS 認定品で色付さの巧油専用 r ご P う A 
容器を使用してくだごい。 ^ 

参灯油容器巧の丹油び少ないと温度変 ミ 

化により結露して水びたまることび I ' H ^ 
あります。 

♦ドラム吿などで、長期間大責に保管しないでください 
•お子様の手のとどかない所に保管してください。 


0 


霜れたままです。 


すぐに乾いてしまいます 



良い保管 


悪い保管 


义気厳禁) 


直射曰光、雨水び当たらず、 
火気のない冷暗所へ保管。 


直射 U 光、雨水の当たる 
ベランダなど、室外の保管。 


0 


変質灯■泪とは 


♦ちい灯油。（ひと夏持ち越した丹油） 
•長期間、曰光の当たる場所が、温度の 
高い場所に保暫した灯油。 

参客器の ふたが 開けてあったり、乳白色 
の客器で保管した灯油は変質しやすい。 
♦変質のひどいものは黄色味をおびたり、 
すっぱいにおいびします。 


/古いな油は\ 
vj 吏わないで ノ 


0 


不純な油とは 


使用禁止 


•'な油!;(がの油（ガソ I 」ン、シンナー 、天ぶ 
ら油、機械油、重油など）びほんのかしで 
わ混入した‘灯油。 

•水やごみび混入した丹油。 



使用禁止 


参変質を防ぐため U 油は翌シーズンに持 


ち越さないようにしてください。 



づ S 由ながを\ 巧の 

油、水、ごみを>> 一^ 
\..入れないでノ 
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燃焼筒 をセ ットずる 

1燃焼筒を、しん調節器の上に正しく 
' セットし、燃焼筒つまみを左ちに2 
〜3回動かし、燃焼筒が正しくセツ 
卜されているか醒かめてください。 


でるでるつまみの位置の確認 



本体のち側面にあるでるでるつまみの① 
の位置にあることを確認してください。 
違っていましたら①にしてください。 

(言羊しくは固 I 使いか た I 巧るでる芯麵 
いかた';をお読みください。） 


①感③ 


2 ガードを、ちとの位置に閉じてくだ 
さい。 

乾電池を取り付ける 


•乾輩池は別売です。 

•市販の単二形乾輩池 （ 4個）を購入の 
上、本体後側の輩池ケースに、 ©0 
を正しく合わせて入れてください。 


•新しい乾電池と古い乾電池、種類の違ラ乾電池を湿だて使用 
しますと、点火でさ■なかったり、点火しにくくなったり、液 
漏れ和破裂する原因になります。 


でるでる 
つまみ_ 


-お願い- 

製品の輸送中に生じた外筒(ガラス）の破損、燃焼筒の変お、 
ねじのゆるみや、はずれなどがないか調べてください。 




変質な油 • 不純打油の見分けかた （コップに水を入れ、次に口油を入れて背後に白い紙をあてます。) 
保管期間び題<、水と同じ無色透明な「みしでち色びついていたら使用しない。 r ♦紫が線で丹油び努化した 


保管期間び題 <、水と同じ無色透明な 
ら正常。六ぶ r — 


白い祇- jj - 


口 

じ 


巧巧 

脅 

h 

水 


I 




白い紙-^ 


0 

使用禁止 


紫が線で丹油び努化した時は、 I 灯油び 
変哲しにくく見分けかたび難しくなり 
ます。 

ひと夏持ち越した灯油は無色透明でち 
絶対に使用しないでください。 


変質な油や不純な油を使用すると _ 

•変質な油や不純なミ由を使用しまずと、なミ由の程度にも 
よりますが、1〜3日日のご使用でしんに多量のタール 
がたまり、しんの先端が固くなったり、点乂しにくく 
なったり、しんが上下しにくくなったり、炎が大きく 
な5なくなったり、激しいにおいがしたりします。 

また、消乂時にしんが下が5ず火がミ’哎えなくなります。 

•水の混入した灯油を使用しますと、油タンクに丹油び 
残っていてち炎びルさくなったり、しんび上下しにく 
くなったり、異常燃焼を起こして激しいにおいびした 
0、乂び消えたりします。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いものが混入し 
た灯油を使用しますと、火災の原因になります。 


万一変質巧油や不純打油を使ったときの処置のしかた 

1油タンク和油巧けざ b 内の惡い丹油を抜き取り、良 
' 質の灯油で内部を2〜3回洗浄してから良質の灯油 
に入れ替えてください。 

(悪い灯油び残っていると再発します。） 

2 回「煩管 i 「9しんの手入れをする」を参照して、し 
んの先端の固くなっている部分を、ラジオペンチな 
どで軽<つぶしてから、しんのか5焼きクリーニン 
クをおこなって < ださし、。 

3 しんの手入れをおこなってち効果のないとさや、水 
び多量に混入している場をは、しんを取り替えてく 
ださい。 

しんの取り替えは、販売店までお問いをわせください。 


-お願い- 

変質口油や不純の油が原因でアフターサービスを依頼されたときは、傑証期間中でも有料修巧となります。 
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日使巧前の準備 


巧タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給油 □ 
口金を、左「〇」に回して取 
りはずしてください。 

♦給油口□金を取りはずす前に、 
先端の弁部を押すと、給油口 
口金が取0はずしやす<な0 
ます。 

油量計を見なが5給油 
ずる。 

•市販の給油ポンプの先端をジ 
ャバラの手前まで差し込んで、 
油量計を見なび b 給油してく 
ださい。（ホースが抜けない 
よラにま意しなびら給油して 
ください。） 

•な油は、油 量 計のほぼ上部 
(ち図の給ミ由位置" ►) まで 
給油してミ7?^。 ，ぉ 

入れ過ざますと、あふれ出- 
ることがありますので充分 I 
にを意してください。 


給ミ由□□金 



こぼれまお 


給ミ由位置 



、補巧の位置/ 


-お願い- 

•油タンクの中にあるにぼれまお」の弁 
が、給油口の近くまで上がっていると 
をは、おを下へ押し下げてください。 
•油タンクの中にある「こぼれまお」は、 
給油□□金びはずれたときに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、取0はずさない 
で < ださい。 



j 給油□口金を「カチッ」^ 
と音がずるまでち「〇」 

に回して、しっかり締める。 

•正し<締めると油タンクの 
赤色の線び見えなくなります。 
•給油ロロ金を下にして、油漏 
れびないことを確かめて<だ 
さぃ。 

-お願い—— 

給ミ由ロロ金を斜めに締めた ^ ; 

りずると、簡単に給ミ由□口 
金がはずれ、火災の原因に pii 琴 J 
なります。 III 言 ^ 


給油ロロ金 



赤色の線べ 


W 級 こ二^。 


しまつている しまつてし\ない 


無洗拟1ミに • 


>油タンクから灯ミ由び漏れる状 
態で使用しないでください。 
乂災のおそれびあります。 

>同時に多数の油タンクに給油 
する場含は、類似している給 
油口□金がありますので、間 
違えないよラにしてください。 
灯油がでな<なった0、故障 
の原因になります。 

►'な油容器のふたち、しっかり 
締めておいて < ださい。 


こぼれた'な油はよ < ふ 
き取る。 

♦こぼれた灯油は必ずをれいに 
ふき取ってください。危険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にをなります。 

油タンクをセツトする。 

•油タンクを、本体に正しく、 
ゆっくりとセツトしてくださ 
し^。 


〔本機用の給迪ロロ金） 

繼麵 







-お願い-^ 

才ート給ミ由ポンプ(自動惇止装置付)を使用する場台 

•市販のオート給油ポンプ（自動停止装置付)のなかには、 
「こぼれま替」と干渉して、なのよラな不具合状態にな 
り、正しく給油でさないちのがあります。 

〔不具合〕]スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースのわ 
ンヴー部の位置(方向）を変える。 
(処置）•ポンプの乾電池の消辞度を確か 
ゆる。消耗していれば交換する。 

2自動停止しない。灯油があふれてしまう。 
(処置）•ポンプの取扱説明畫にしたびつ 
て、固定具の位置を調節する。 
•上記の処置をしても正しく給袖できない場合は、直ち 
に給油を中止し、他の給油ポンプ(手動式ポンプな 
ど）を使用して、正しく給油して<ださい。 


•ストーブを使用するときは、ときどき給油サインを見て、灯油びあるかどラか 
確認し、灯油びなくなる前に給油してください。 

•油タンクに灯油びあるとさは、「給油サイン」の色は「緑」ですび、丹油びかなくな 
ると「グレー J に変ね0ます。 

•「給油サイン」の色び r グレー」になりましたら、消火して給油してください。 



口油が少なくなると 
で_ ) グレーに変わりまず。 


給油のしかた 






点乂前の準備と確認 


•ストーブの±方や周囲、置台の.卜に、巧類侣紙やマッチなど、可燃物びないことを赃認してください。可燃物 
びあると乂おのおそれびあります。 

•ストーブび水平で安定した場所に設置してあることを聰詔してください。 

♦取手を、本体の後側へ下ろして < ださい。 

取手を本体の上に立てたまま使巧すると、燃焼叫こ加熱されて高温になり、取手に手をふれたとき、やけど 
のおそれがあります。 


燃焼筒と油タンクのセットを確認ずる 


♦点乂操作をずる前には、必ず燃焼簡び正し < しん調節器にセッ 
卜されているかどラか、燃焼筒つまみをだちに2〜3回動かして、 
スムースに動くことを陋認してくださし、。 

•油タンクびセットされていないと、給油荷消火装置が作動して、 
操作つまみが戻0、点火でさまはん。 


!有動消火装置のセット 


•操作つまみを「点火」の方向 （♦) にゆっくり止まるまで押し 
下げると、対震自動消火装置は自動的に t ットごれます。 

対震自動消火装置びセットでをない場合は、一旦操作つまみ 
を「緊急消火位置」（消乂装置セット）の方向 （♦) へ引き上 
ばてください。 


固使いかた 


点火のしかた 


け刃めてお使いになるときは、点火後、ス I ブに付着し 
ているほこりや油が焼けるにおいびしますび、しば b く 
お使いいただければにおいはなくなります。 

►点乂後しばらくの間は、炎び安がせず、「ボッ、ボッ、ボッ」 
と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくする 
と炎び安定し、音びしなくなります。 


電池点火のしかた 


-お願い-^ 

•使い始めや、しんの交}契後、しんの手入れ（か b 焼きクリーニング） 
をしたときは、給ミ由後約1日分切上待って、しんに巧分な巧油が吸 
い上げ5れてか5点乂してくださし^。充分に吸い上げ5れてい 
ない状態で点乂しまずと、しんを傷めます。 

•新しい乾電池を入れてち、しんにミちれちないのに点乂しにくい場 
合は回捕横す-入-巧「しんの修正」を参照して直してくださし、。 


操作つまみを「点乂」の方 ra ; 

向へゆっくり巧し下げる。 IMi U 

•操作扉を開け、操作つまみを「点乂」 LJL 5： |h 

の方向 （♦) にゆっくり完全に止ま’尽 1]\ 
るまで、巧し下げてください。 

(しんび上がり点火します。 } / イ_^操作 

♦点火操作の途中で「ピィー」と言う/ > 

放電音びしまずび、操作つまみをそのまま止まるまで押 
し切ってください。 

•操作つまみび、止まらずに戻ってしま5場合は、油タンク 
び正しくセットされているか確認してください。それで 
も戻ってしまう塌爸は、一旦、操作つまみを「繫急消火位 
置」（消火装置セット）のち向 ( i ) へ弓 I き上ばてください。 
回せない場をや硬い場合は、しんに夕ールびついてい 
ます。しんの手入れ（か5焼きク U — ニング）または、新 
しいしんと交換してください。 

火が着いたことを權認ずる。 

•火び着いたことを確認した b 、 于を操作つまみからゆっ 
く 0はなして < ださい。 

•乂び着いた渡も操作つまみを押し下げたままですと、乾 
電池の消耗び早くなります。またカーボンび付着して、 
点乂しにくくなる原因になります。 

点火しにくし、場合は 

•点火プラグ付おから白煙び出て点火しにくい場合は、操 
作つまみを少し戻してから、再び「点火」の方向に、ゆっ 
くり止まるまで押し下げると点火しやすくなります。 

♦しんに夕ールやカーボンが付着したり、点乂プラグがミち 
れてくると、点火しにくくなります。 

しんの手入れ、しんの修正、馬ぶプラグの掃除をおこな 
ってください。（应逼棲運入巧•脚醫舊惨照） 

•乾電池の電圧び不充分でな乂しにくい場合は、新しい乾 
電池〔単二お乾單池4個〕をご瞄入のラえ交換してご使 
用 < ださい。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

♦点火操作後、燃焼筒つまみをもちに 
2〜3回動かし、燃焼筒び正しくしん ^吉^^^ミ 
調節器にセットごれているか、しんのこ^ 

丄にのっていないかを必ず確かめて 
操作扉を閱曲てください。燃焼簡が 
でしくセットごれていないと、巽常燃 
焼し、火ぶになるおそれびあります。 > づ凹。111 


管 


電池点义が使えないと舌 


操作つまみを「点火」の方向 ra 11 «'；； 

へゆっくり巧し下げる。 1^1 ♦ I 

•操作扉を開け、操作つまみを「点乂」 LjLi ^^1 

の方向（♦りこゆっくり完全に止まる’受ソ^，: 

まで、押し下げます。 [/^ 

(しんが _ h わ';ります。） / 操望 a 

♦操作つまみび、止ま b ずに戻ってしま/ > 

ラ場ち は、油タンクが正しくセットされているか確認してく 
ださい。それでち戻ってしま5場合は、一旦、操作つまみを 
「緊急消火位置」（消乂装置セット）のち巧 （♦) へ引き上 
げてください。回せない場含や硬い場合は、しんにタール 
がついていまず。しんの手入れ（から焼きク IJ - こング） 
または、新しいしんと交換してください。 

マッチや市販の点乂用ライタ mm 

一で点乂する。 1|1 

•ガードを開けて、燃焼筒を、持ち上げ 辑读閣 

マッチや市販の点火用ライターなど 
を使ってしんに火を着けてください。 ん^\ 

•たばこ用のライターで点乂しないで 

•マッチで点火した場含は、マッチの燃えかすをしん付近や 
ストーブ内に落としたり、置台の上に置かないでくださしん 
事故や乂災の原因になります。 

燃焼筒のセットを確認する。 

•火が着いたことを醒認したら、燃焼筒 
つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼 碟讚 

筒が正しくしん調節器にセットされて Sgiii 

いるか、しんの上にのっていないかを 
必ず確かめて操作扉とガードを閉め"^ こ^^: 
てくだごい。 

燃焼筒び正しくセットごれていないと、異常 競 焼し、火災に 
なるおそれげおります。 

•乂び着いたことを瞄認した5、操作つまみをかしだけ（点 
火した乂び消えない極度に）消乂のち向に戻してみて、引 
っかかりびなくスムースにしんび下げられることを禮認し 
てから、もう一度しんを上げて使用してくだごい。 

操作つまみびスムースに戻らないときは、燃焼筒を持ち上 
ばて、しんを完をに下げてから、点火操作を始めからやり 
直してください。 






















司使いかた 


炎の調節のしかた 


A 警告 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 pySi 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、乂災の原因になります。 

禁止 J 

r 

A ま意 

1 

やかんやなべなどをのせた場合は、細むの注意をしてください。 ' 

振動や接触によって、やかんやなべなどの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがありまず。 ■■ 

吹きこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買いボめの販売店に点検を依頼してください。 

ストープの故障の原因になりまず。 指示 


•がの調節は、操作つまみを上下しておこなってください。 

•操作]まみをけして炎を n 節するときは、 が 細；！細 のイラストをよく見て、必ず脱燃焼の画で使 
用してください。（燃焼確認窓の「カラーサイン」も連動して動きます。） 


最大正常燃焼のとさの炎の長さは、燃焼筒の上部より約 ] 〜 3 cm です。 


r 異 常 

正 常 

正 常 

異常 1 

X 

1 

A 

:. 

illllliilllllilS 

刪 

画 

、み 

1 

〇 

\ 

\ 

1' 

袖!!!!!!!【!!!!!!【! 
、■' 

麗 

、3 cm 

コ 

〇 

雨!!!!!!!!!®!! 

1 

赤熱 

^- 

X 

| 

■ 

3 

しんの上げすぎ 

(炎び大をく伸びている） 

最大正常燃焼 

最小正常燃焼 

しんの下げずざ 

(燃焼筒が充分に赤熱しない） 

すすや一酸化炭素び 
k 多く発生する 

炎の長さび 1 〜 3cm 

燃焼筒全体が 
赤熱している状態 

においや一盤化炭素び 
夢 < 発生する 


廣炎の大をさは上図のように、正常燃焼の節囲でご使用ください。 

•点火後は、よ然焼簡び徐々に赤熱し、数分で燃焼筒全体び赤熱します。 

♦部分的な炎の伸びや、燃焼筒のホ熱ムラがでるとさは、燃焼筒つまみを持ってをちに軽く 2〜3回動か 
して < ださし^。 

♦炎び巧おしたら、操作つまみを上下して、正常燃焼の状態に a 節してください。 


操作つまみ 



乂力を弱ぐずる場合の注意 


♦火力を弱くした場合でち、燃焼筒全体び、充分に赤熱している状態で使用してください。 
•あまり火力を弱くすると、におい和一酸化炭霜び多く発生し、しんにタールび付着します。 


しんの高さ調節（でるでる芯）について 


♦炎の大きごは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさくなってきます。 

操作つまみを下げてしんをいっぱいに上げてち、燃焼筒やしんの努化などで炎び大さくならないとさは、匿] r 配-雨活丽 
をるおの 便 いかた I の項を参照して、しんの高さの調節をしてください。 

♦変質'灯油や不純則油を使用してしまい、しんに夕…ルが付讀したり、水を含んでしまったときは、がび大きくな b ないととも 
に、しんの上下操作び重くなります。このよラなとさは、 山 K 馬鬟 ir 目しんの手入れをする」 の項を参照してしんの手入れをし 
てください。 


消义のしかた 


通常の消乂©場合 


Ik' 


操作つまみを、「ニオイセーブ消火位置」までゆっくり引さ上げる。 

操作扉を開き、操作つまみを r ニオイセーブ消乂位置」までゆっくり止まるまで引き上げてください。 
(速く上げるとにおいが出やすくなります。） 

ご肖ジ/をを崔を口する 

•においを少なくするため、 ] 〜日分程燃焼(炎が一部残る）して消火します。 

•操作つまみび r ニオイセーブ消火に置」にあり、火び消えたことを必ず確認して操作扉を閱めてく 
ださい。 


ニオイセーブ消乂位蹟 
















緊急の消乂の場含 


「裝急消义」の位置 
興急消火ボタン/ 


勇)緊急消火ボタンを押す。 riffr 

このとさ急速に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 , M 

操作つまみび 「緊急消乂位置」 にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 0 n ? B ^ 

♦緊急消乂ボタンを押しても、しんが下が 5 ず消火でがよい場合は、操作つまみを強く引を上げて、しん A 毎リ 1 

を下ばてくださし、。 y TI I ? 

それでちしんが下が b ない場合は、ミ由タンクを取り出し、乂が消えるまで燃やし走ってください。 〇' • I 

•時間にを裕びない場含は、ガードを開き、燃焼筒の上にコップー杯 （2 0 日 m ぶ程度)の水をかけて消乂 良 

してください。 -グー 


水をかけると水蒸気が出たり、ガラスび割れることがあります。あわててヤケドをしないよラに、手1 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、あとで油受けざら内の水 I 
I の入った'灯油を抜き、しん交換が必要です。 


しんを下げ5れない原圆ま、しんにタールがたまっていたり、水を含んでいることがありますので、阿「種覽！ I W W 、 

「9しんの手入れをずる」を参照し、しんの手入れをおこなうか、新しいしんに交換してください。_ 

r -お願い- 

消乂渡、約日分間は巧点乂しないでください。燃焼筒び冷えないうちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気が 
. でたり、点乂しないことがあります。 



でるでる芯の使いかた 


しんをいっぱい上げても燃焼筒やしんの劣化などで、炎び大さくならないとさは、 でるでる つまみを操作して、しんの高さの調 
節びでさます。 

f -お願い-^ 

•購入して初めてお使いになるときが、新しいしんに交換したときなど炎が充分に出ているときに、 でるでるつまみを ③や 
③へずらすと炎び大きくなりすぎ、すすび発生することがあります。 

炎び大きくならない時け外は、 でるでるつまみを ①で使用してください。 

•不度打油や変質灯油を使用して、しんに水やタールが巧着したとさは効果びない場合びあります。その塌含は 1 1 L 捏豐 j 「日しん 
t の手入れをする」 の項を参照してしんの手入れをおこなってくだごい。それでも良くな b ない場をは、しんを交換してください。， 


操作つまみを「ニオイセーブ消火位置」まで引き上げる。 

( しんを下げた状態にします。） 


) 本イ本のち側面にあるにるでる忘」の溝の中のでるでるつまみを、①か!5③へ、 

■ ③か5③へず5ず。 

のから感へ、②から馈へずらすことにより、しんの高さを各々約 2 mm 高くすることびでき、炎び大き 
くなります。 

逆に、炎をルさくするときは、③を®に、©をのに変えます。 

でるでるつまみのに置 I ① — I ③ I 感 

_ しんの局さ _1 約 8 mm 1— 約 lOmm 約 12 mm 

-お願い-^ 

でるでるつまみを操作するときに、少し重い部分がありますので、誤ってず6しすざないようにま意 
しておこなって<ださい。 


「ニオイ tz — ブ消义位置 J 



/操作つまみ 
でるで るつまみ 

\①⑨感 


固安全装置 


巧震自動消火装置 


•ストーブが地震（驚度約日 1；( 上）や強い振動、衝擊を受けたとき、火災などの危険を防ぐために自動的に消乂させるちを装置です。 
参操作つまみを r 点火」の方向にゆっくりと止まるまで巧し下げると、自動的にわットされまず。 

•地露によって作動した場をは、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損傷はないか、灯油びこぼれていないかなど異常が 
ないことを確認した後、再点火してくだごい。 


給油時消乂装置 


•燃焼中に油タンクを取り出すと、自動自勺に消火ごせる安全装置です。（操作つまみび「緊急消乂位霞」に戻ります。） 

の油タンクを本体に挿入すると自動的にセツトされます。 

•給油時消火装置は、消火した状態(操作つまみが「こオイセーブ消火位置」にある場含）でち油タンクを城くと巧震自動消火装置 
びセツトでさなくなります。 

ぐ -お願い-^ 

燃焼中に、巧讓自動消火装置や油タンクの給油時消火装置げ働いた場含は、消火時のにおいが強く発生します。給油をされ 
るとさは、においを抑えるため、操作つまみで消火させ、消乂を確認してか b 油タンクを取り出してください。 













图点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなラとをは 


使ラたびに 


参ストープを消乂し、ス I -ーブの温度が充分に下がってか5おこなってください。 
•手をけがしないように、手袋をはめておこなって<ださい。 

参安全装置の取りはずし、分解はおこなわないでくださし、。 

•必ず乾電池を、電池ケースか5取りはずしてか b おこなってください。 


点検箇所 

点検內容 

処置方法 

ストーブの 
周固 

♦ストープの周囲に可燃.物や隨害物びありませんか。 
[火災の原因になります] 

•常に整理-掃隙をし可燃物をストーブの周囲に置か 
ないでください。 

油こぼれ 
油たまり 
ミ由にじみ 

' •油タンク、油受けざら、置台の表厨に、灯油びこぼれ 
' たり、たまったり、にじんでいませんか。 

[火災の原因になります] 

参こぼれたり、たまったり、にじんだ 巧ずコ：:： 

灯油はきれいにふき取ってください。を單^ 
參油タンクの給油 □!_! 金の、弁部 
などにはごよっているごみなどを、 

1取り除いてください。 W 艰 

油漏れ 

•油漏れはありませんか。 

[火災の原冈になります] 

参灯ミ田が漏れている場含は、ずぐに使用をやめ、お買 
いまゆの販売店に修理依賴をしてください。 

が筒 
(ガラス） 

•欠けたり、割れたりしていませんか。 1 

[異常燃焼の原因になります] 1 

1のお寶いがめの販売店に相談して、新しい外筒（ガラ； 

1ス）に交換してくださし、。 


1箇月に1回 LU 上 


点検箇所 
ほこ0 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案巧 
筒下部） 

巧震自動 
消乂装置 


乾電池 


燃焼筒 


_ 庶検内容 _ 

>反射板や置台にほこりがたまっていませんか。 

前板の下の隙間に紙、ビこールなどび入0こんでいま 
せんか。 

[異常燃焼や乂災の原因にな0ます] 


_ 処置ちま 

•111] !保管 I の]〜日嗔を参照して 
本体を取りはずし、匿台と油受 
けざらの隙間（特にしん案内筒 
の下部）のほこり、ごみなどを 
取り除いてください。掃除磯で 
吸い取るのち就栗的です。 


^ん案內筒の下 


>操作つまみを巧し下げてしんを丄げてから、置台をゆ！ •操作つまみが「緊急消火位置」に戻らない蠕合は、 
すると、対農自動消火装置が作動し、そのときしんが I んの項の点検をしてください。 

下がり、操作つまみび r 緊急消火に置」に展りますか。 I •販売店に修測衣頼をしてください。 

[確実に消乂することを確認] I 


参点、火プラグのスパーク音は、「ピィー」と鳴りますか。 
[乾電池の電庙(消耗)点横] 

•燃焼簡の細かい巧に燃えかす軒、すすび付着していま 
せんか。 

[異常燃焼の原因になります] 

•しんの先飾にタールび付着して、固くなっていません 


しんにタールが付着していると、次のような不具含が 
発生しまず。_ _ _ 

♦消火操作をしてを、しんが下びらず、消火しない。 
♦しん上下の操作び重く、スムースにでをない。 

参点火操作をしてち、点火しない。 

♦燃焼筒び赤熱しなかったり、嫌焼中ににおいびする。, 


►音がかすれる摇含は電圧び下びっています。 

新しし Y 乾電池に交換しでください。 

>ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除き、 
きれいに掃賺してください。 


♦夕ールが巧着している場合は、因穫营 I 「9しんの手 
入れをずる」に従って、しんのす入れをおこなってく 
ださい。 

ぐ -お願い- N 

•しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いで <ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてください。 

•しんの手入れをおこなってち劾第のない場含は、 
t 新しいしんに交撰してください。 


点乂プラグ♦点火プラグび、カーボンや夕ールでミちれていませんか。♦点火プラグびミちれているときは、「点乂プラグの掃 
♦点火プラグがしんにくい込んでいませんか。 除」にがって処置をしてください。 

[点乂ホ良の原因になります] •点火プラグびしんにくい込んでいるとさは、「しん 

の修正」に従って処置をしてください。 


給;'由時 •操作つまみを f 甲し下げてしんを上げてから油タンクを善操作つまみび「緊急消火位置」に戻らない場含は、 

消火装置 持ち_卜げると、給油時消火装置び作動してしんび下がり、しんの嗔の点檢をしてくだごい。 

操作つまみが r 緊急消火位置」に房りまずか。 参販売店に修理依顧をしてください。 




-点乂プラグの掃除- 


•ガードを取りはずし、燃焼簡を取り出してから、マイナスドライバーなどで、点火プラグの電極や蜡ぞ部 
分に付霞したミちれを取り除いてください。 

•掃除び終りましたら、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り付け、乾電池を取り付けて化 
常に点乂するかどうか確認してください。 

•点火しにくかったり、点乂しない場含は、 r しんの修正」をするか、もう一度きれいに掃除し直してください。 
また、しんの手入れ（から焼きクリーニング）をおこなうと、点火プラグに付着したミちれび取れやすくなりまず。 

(因「煤-营—「9しんの手入れをする」替照） 


点火プラグ 



離を 


-しんの修正- 

•燃焼簡を取り出し、しんを上げて点火プラグ近くのしんの側廚を内側に、割り誓などで軽く 
押さえるよラに撫でて、しんを整える。 

•一度しんを下げてから燃规筒をのせ、点火してください。 


しんから亂れている 
~~ E :| 一 ， 

しんに接触している’ 

ご挫’、 


け 


图定期点検 


r 長期間ご使用になりますと、機器の点検び必塾です。2年に1回程度、シーズン終 f 後などに、お實い求め店、または、修理資格を[(財） 

日本石油燃焼機器保守協会 （ TEL . 日 3-3499-2928) でおこなう技術管理謂習会修了者（石油機器技術管理±)など]のいる店 
などに点'検依頼されることをおすす曲します。 


图 故障 • 異常の見分けかたと処置方法 一 修理を依頼される前に 
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処置方法 


しんのお過ぎ。 

〇 


〇 


〇 






しんを下げて、炎を調節する。 

し 

しんの出か'かない。 

〇 

〇 



〇 




〇 


しんの高さを調節する。 

新しいしんと交換する。 

ん 

しんに水を含んでいる。又はミ由受け 
ざら巧に水び入っている。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 


しんの手入れをずる。または、新しいしんと 
交換する。 

油受けざら、油タンク巧の巧油を正常な丹 


しんに夕ールがついている。 

〇 

〇 


_〇1 

〇 


〇 

〇 

〇 


油に交換する。 

燃 

焼 

燃焼筒びしんの上にのっている。 



〇 


〇 

〇 

〇 




点乂してから必ず燃焼筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 

燃焼®の変形。 



〇 


〇 

〇 





内炎筒、外炎筒が変形していないかを確かゆ 
る。（変形している場合は販売店に連絡する） 

筒 

しん調節器と燃焼筒との間にすさ間 
がある。 



〇 


〇 

〇 




_ _1 

しん調節器の上面 ( こ夕 一 J レびついていなしめ、。 
又は燃焼箇下部に不揃いがないかを調べる。 


外筒（ガラス）にひびや割れびある。 



で 


〇 

〇 





外筒（ガラス）を交撰する。 

燃 

巧油が変質している。（巧れた油や 
ポ U 容器で1年間持ち越した'灯油など） 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 


しんにタールびつく原因となるので正常な 
灯油に交換する。 

料 

灯油び水やごみを含んでいる。 

で 

〇 





〇 

〇~ 

〇 


正常な丹油に交換する。 

1 由 

を 

を 

給油口 □金び間違っている。 

〇 

〇 









給油 au をを圧しいわのに取り換える。 

油タンクが本体に入っていない。 

〇 

! — 

! 





— 1 




油タンクを本体に入れる。 

毒 

乾電池が消純している。 

〇 




卜 ■ 






新しい乾電池に交換する。 

恥 

J を. 

正しく入れていない。 

で- 









〇~ 

正し < 入れ直す。 

点 

点火装置のコードびはずれている。 

〇 










コードびはずれているときは正しく差し込む。 
その他は販売店に運絡する。 

火 

点乂装置がショート饱絡）している。 

〇 









〇 

ショートしないよラになおす。 

不明の時は販売店に連絡する。 

装 

点火プラグの電極び正常でない。 

〇 





1 





点乂プラグび搬損していないか確かめる 。㈱ 
損している場合は販売店に連絡する） 

ri 

点火プラグびしんにくい込んでいる。 

〇 










しんの修正をずる。 


点乂プラグげ巧れている。 










点火プラグを掃除する。 

位 

製品内部に、ほこり、ごみびたまって 
いる。 



〇 








製詔内部を掃除する。 

J 


この表しソ外の不具合があるときや、処置方をにより姆置をしても度くならないとさは、使用を中止し、お買いホめの販売店にご相談ください。 











晒部品交換のしかた 


/ 

しんなどの交換部品は、必ずトヨトミ純正部品(指定された卽品)を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故げ 

〇 

A ま意 

発生するおテれがあります。 

指示 


A 

感電注,骨 j 

点乂装置は、点火時に高電圧が発生しまず。点乂プラグに不用意にさわ日ないでください。 

感電のおそれがありまず。 

掃除、点検•手入れをずるときは、必ず乾電池を取りはずしてか5おこなってください。 



し 



、 _I_ 

•替えしん、列簡(ガラス）、燃焼筒などの交換部おが必要な場合は、お買いホめの販売店にご相談ください。 


•部品が販売店にない場合は、別紙の I お客様相談窓口一農 1までお問いをわせください 


部品交換のとをの注意 


•ご自分で卽品交換される場合は、下記の項目を守り、やけどや感電、けがなどしないよラま意しておこなって<ださい。 

①手をやけどしないように、ストーブは消火し、温度が巧分下がるまで待ってください。 

©感電しないように、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

③手をけがしないように、手袋をはめてくだごい。 

•不完全な修理は危険でず。お買いボめの販売店か、（お)曰本石油燃焼機器保守協会でおこなう技術管理講習会修了者（石油機 
器技術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおずすめしまず。 


しんの交換のしかた 


トヨトミ純正適含しん_しんの交換ち法-注意巧容は、耐熱し 檢査に含格したしんには 

トヨ耐熱しん第29種 I 商品〕ード:11日27807 んに添付されている取扱説明書をお読このマークび貼ってあります。 

--みください。 マークの色彩は、白地に赤 

ちおぶ インクで表示されています。 


燃焼筒の交換のしかた 


树•規窟商品コード:11113806 I 燃焼筒が変おした場をや、外筒（ガラス）び割れたりした場含は、お買いおめの販売店、 
--または、別紙の ’お客様 相談窓 □一賀 I までお問い合わせください。 


点乂プラグの交換のしかた 


点火プラグを交換するとさは、お買い求めの販売店または、別紙の I お客様相談窓口一賀までお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


•141 1使用前の準備1 1乾電池を取 り付ける !を参照して、必ず4個とも巿販の新しい乾電池〔単二形乾電池〕に交換してください。 
•取りはずしたちい乾電池は、表示してある使用推奨期限巧は、電池能力が残っていれば他の製品に使用できますので、再利用 
されることをおすすめします。 

V J 


圆保管（長期間使用しない場含) 



長期間使用しないときまたは保管ずると走は、必ずむ油を抜いて、電池ケースか5乾電池を 
取りはずしてください。愼けたり、横倒しの状態ではな管しないでください。 

火災のおそれがありまず。 


〇 

指示 



緊急消火ボタンを押して、巧震自 
動消火装鼠を作動させ、しんを下 
ばてか5、ガードを開いて、燃焼 
筒を取0出してください。 


類急消乂ポタン 


4 


操作扉を開け、「操作つまみ」を引 
さ抜いてください。 













5 本体の両側面にある止め 
ねじ4本を取りはずして 
ください。本体を前方に 
傾けなびら、ゆっくりと 
上ちに持ち上げて取りは 
ずしてください。 

6油受けざ!5内の打油を抜 
き取る。 

油受けを取り出してか b 、 油受け 
ざら内の丹油を市販の給油ポンプ 
(手動式)で抜を取ってください。 

•油タンク、油受けざらに水やご 
みび残ったまま保管すると、簡 
や穴あきの原因になります。さ 
れいな灯油ですすぎ洗いをして 
ください。残った打油は、巧切 
れなどで吸い取ってください。 

f ——感震部の点検-手入れをおこなラ 

•ごみやほこりがついていた5、やね 
5かい巧できれいにふを取つてくだ 
さし、。 

•請がを量に発生している場合は、お 
買いホめの販売店に修理を依頼して 
<ださし、。 

♦ストーブ內のミちれは、めれた巧でふ 
いて落とし、乾いた巧で水気を取り 
除いてください。 


フ本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせてください。 

8 口油を抜いた油タンクを本体にセットし 
まず。 

g しんの手入れをずる。（か!5焼きクリーニング) 
/-お願い- N 

•しんの手入れは、風があたる場所ではおこなわないで 
<ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気を 
おこなつてぐださい。 


• しんの先端び固くなっている時 
は、ラジオペンチなどで固い部 
分を軽くつぶしてか b おこなっ 
てください。 

①通常の点火操作をして、正しく 
燃焼ごせてください。 

③火力びルさくなったら、しんを 
一杯に上げて自然に消乂するま 
で燃やしきってください。 

10緊急消乂ボタンを押す。 

I W 対震自動消火装置を作動させ、しんを下げた状態にして 
ください。 

11収納ずる。 

I 包装箱に入れて、湿気のかない場所に保管してください。 

r 取扱説明書」や「保証書」も忘れずに大切に保管してくだ 
さい。 

/-お願い- N 

•高温を湿、直射日光の当たる場所には、保管しないで 
<ださい。 

謂び出たり、樹脂部品が変形ずる原因になります。 

♦油タンクはなミ由を抜定、本体にセツトして保管してく 
ださい。 


•巧ミ由は、変質を防ぐため、翌シーズンに持ち越さない(使 
いさる）よ弓にして < ださし、。 

•取りはずした乾電池は、表示してある使用推巽期限巧は電 
池能力がのこっていれば他の製品に使用できますので、再 
利巧されることをおすすめします。 






画廃棄するとき_ 

回靡割の！〜目頂を参照して、油タンク、油受けざら内の灯油を抜き取り、電池ケースか b 乾電池を取りはずして廃棄してください。 

圆仕様 


py 式の呼び 

RS - H 299 E 

外形寸法 
(罵台を含む） 

高さ 

460 mm ^ 

種 類 

自然通気形開放式石油スト-ブ 

幅 

312 mm 

しん式•放射形 

奥行 

3已目 mm 

点火方式 

電池点火〔単二形乾電池4個 • 別売〕 

しん 

1 

種 類 

湾通筒しん 

使用燃妈^ 

丹油 （ J に1号） 

トヨ耐熱しん第29種 

最大燃料消費量 

2.87 kW (0.279 L / h ) 

呼び 

寸法 

内径 

日日 mm 

暖房出力 

2.87 kW 

厚さ 

日 mm 

油タンク容量 

3.目 L 

吸上量 

S 日〇〇/。 

燃焼継続時間 

約13時間 

安全装置 

刘震自動消火装置（しん路下式） 

給油時消乂装置 J 

Lfi M , 

約7.日 k 呂 









圆アフターサービス 


保証について__ 

•添付しております保証書は販売店で所定事頃を記入してお腊ししますので、お受け取りください。記載内容をご確認のうえ大 
切に保管してください。 

•保話期間は、お買い巧めの曰より1年間でず。 

/ -お願い- N 

つぎのよラな原因による故腾および事故につさましては、保証の対象となりませんのでご注意ください。 

(1) 変質'灯油や不純灯油など、また灯油外の燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりやミちれなど、手入れのゆさとどかないために起こった故障や事故。 

(3) 純正部品外のちのを使用したり、しんにタールびイ寸着したり、水を吸ったり、乾電池の電 f 王不足による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん、点火ヒーターなど)の故障。 

(己）この取扱説明書や、注意書、ラベル類による指示、盾険•警告■注意■お願い事項が守られず、誤った使い方をされた 
場をの故障や事故。 

♦その他詳細の保証内容については、保証書の記載内容をご覽ください。 


修理を依頼するとき _ _ _ 

•眉!敌障-異常か負分けかた と処證方抽 に従って、処置をおこなってください。 

直らないときは、使用を中止し、必ずお買い巧めの販売店に修理を依賴してください。 

♦ご連絡いただをたい内容はなの通りです。 

①品名…石油ストーブ(自然遁気お開放式石汹ストーブ） 

風型式の呼び… RS - H 299 E 
③お買いホめ年月日 
感故障の状況(できるだけ具体的に） 

のおなまえ，おところ.電話番号 

♦修理に際しましては、保証醫をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店が修理させていただきまず。 

♦保記細間び過ぎていてち、修理すれば使用でをる場昔には、ご蒂望により有料で修理させていたださます。 

♦修理料金は、巧術料，部品代，出張料などで構成されています。 

♦修理•引越しなどで、ストーブを運觀される場食は、電池ケースから乾電池を取りはずして、油タンク、油受けざら内の灯油を 
おいてください。運搬の途中に灯油げこぼれ、周画をミちすおそれびあります。 

補修用性能部 品について _ _ 

•石油スト…ブの補修巧性能邹品の保有期間は製造巧切り樓目年です。 

•補修用性能部品とは、製品の槪能を維持するために必雲な部品です。 

嗔消耗•努化する部品 

•使用期間により、交換•^ンテナンスが必要な部品••しん、給油□口金、油受け 
♦変質口油、不純な油の使巧で劣化しやずい部品…しん 

故障•修理の際の連結巧_ 

アフターサービスについてご不明な点は、お買い求めの販売店、または I お客様相談窓ご^^ (別を氏参照)までお問い合わせく 
ださし、。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


r 

型 式 

RS - H 299 E 

お買い求め年月日 

年 

月 

曰 

お買い求め店名 

V 


(電話番号 ）（ 

) 

— 

_> 


株式会社 1-31-5 

本社〒467-08己己 

名ち屋市瑞穂区桃園町己番17号 
フ IJ - コール日] 2 日- 1 日 4-1 己 4 
TEL <052)822-1 144 
FAX く〇已2> 822-2742 









